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 第３２号 
２０２２.９.２７ 

発⾏ 

【助成金トーク登壇者】 

モデレーター／毛利 葉（公益財団法人とっとり県民活動活性化センター 理事長） 

パネラー／ 

 

令和４年度助成金合同説明会＆相談会 

７月２５日（月）に会場（倉吉未来中心セミナ―ルーム）とオンラインによるハイブリッドで開催しました。 

当日は、２３名（１９団体）の方に参加いただきました。第１部では、以下の助成財団等の皆さまから、助成

プログラムについてご紹介いただきました。 

また、第２部では助成金トーク「財団担当者と語る～進化する

民間助成プログラム～」を行いました。トークの中では、「助成事

業の対象について、直接的な対象者だけでなく、社会的な背景

や他団体への波及効果など、対象者の領域を広げて考えてもら

うことも大事」、「取り組む課題が複雑化してきている。事業実施

においては自団体のみでの解決策を考えるのではなく、他団体

との横の連携の活用も考えながら事業を行ってもらえたら」と

いった話が展開されました。 
助成金トーク 

助成金説明会 相談会 

【助成プログラムを紹介いただいた助成財団等】 

１．公益財団法人キリン福祉財団「①キリン・地域のちから応援事業 ②キリン・福祉のちから開拓事業」 

２．公益財団法人日本財団「国内助成事業（通常募集）」など 

３．株式会社鳥取銀行「とりぎん青い鳥基金」２０２２年度下期 

４．あいおいニッセイ同和損害保険株式会社鳥取支店「あいおいニッセイ同和損保助成プログラム」 

５．中国労働金庫鳥取県営業本部「中国ろうきんＮＰＯ寄付システム」 

６．鳥取県男女共同参画センターよりん彩「よりん彩活動支援事業補助金」 

木田 悟史 氏（公益財団法人日本財団 経営企画広報部長兼人材開発リーダー） 

大島 宏之 氏（公益財団法人キリン福祉財団 常務理事・事務局長 
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令和３年度「新型コロナウイルス感染拡大の影響と対応及びＳＤＧｓへの 

取り組み等に関する鳥取県内のＮＰＯ等へのアンケート調査」結果を報告します！ 

【実施期間】２０２１年６月２１（月）～１０月１５日（金）          【回答数】７９団体 

１．（新型コロナウイルス感染症により）活動や事業、利用者等に影響が出ていますか。 

現在影響が

出ている, 

83.5%

今後影響が

出ると思う, 

5.1%

当面影響は

出ないと思

う, 10.1%

わからない,

1.3%

■具体的な内容（※複数回答可） 

２．ＳＤＧｓの視点を活動に取り入れていますか。 

取り入れている, 

35.1%

これから取り入れたい, 

33.8%

取り入れる予定は

ない, 8.1%

よくわからない, 23.0%

▶イベント・講座等の中止・延期・施設の閉所等／４８ 

▶イベント・講座等の実施方法や施設の運営方法の変更／３３ 

▶イベント・講座等の参加者、施設の利用者等の減少／１８ 

▶有料サービス・商品等の売上・受注の減少／１６ 

▶物品・食材等の不足、入手困難／４ 

▶イベント・講座等の参加者、施設の利用者等の増加／１ 

▶商品・有料サービス等の売上・受注の増加／１ 

                            （数字は回答数） 

「影響が出ている（出ると思う）」 

８８．６％ 

活動や事業において工夫していること 

・鳥取県の感染対策マニュアルに準じた 

独自のマニュアルを作成 

・広めの会場の使用 

・マスクや手指消毒の徹底 

・検温器やパーティションの購入 

・新規の販路の開拓 

・問診票の事前配布 

・ネット環境の整備（Wi-Fi） 

・YouTube などでの動画の作成や配信 

・オンラインイベントへの移行 

・団体業務のデジタル化 

・飲食を伴うプログラムの自粛 

■活動の具体的な内容（※複数回答可） 

▶ＳＤＧｓに取り組むことを団体内で意思決定している／１７ 

▶ＳＤＧｓを意識してゴールに向けた事業を行っている／１１ 

▶ＳＤＧｓに関する外部の研修会に参加したり、内部研修を行っている／７ 

▶「とっとりＳＤＧｓプラットフォーム」に登録・参加している／５ 

▶「とっとりＳＤＧｓパートナー制度」（鳥取県）に登録している／３ 

▶ＳＤＧｓの各ゴールを掲げて、他団体と連携している／３ 

                                    （数字は回答数） 

「取り入れている 

（取り入れたい）」 

６８．９％ 

ＳＤＧｓとは？ 

持続可能な世界を実現するための 

１７のゴール・１６９のターゲットから 

構成され、地球上の誰一人として 

取り残さない（ｌｅａｖｅ ｏｎｅ ｂｅｈｉ 

ｎｄ）ことを誓っている。２０１５年９月 

の国連サミットで採択された。 
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とっとりＳＤＧｓ推進補助金（広報活動支援型）【２次募集】 
採択団体が決定！ 

 「とっとり世界子どもの日寄付キャンペーン」の実施が決定！ 

とりぎん青い鳥基金２０２２年度上期 ４団体への助成が決定！ 

２団体に総額２０万１千円の交付が決定！ 

■るりゆーる【鳥取市】 

 

 

■森のがっこう 風之介【鳥取市】 

 

パンフレット・リーフレットの制作 

ホームページの制作、動画の作成 

募集中！ 
とっとりＳＤＧｓ推進補助金（広報活動支援型）（研修等支援型）【３次募集】 

募集期間／令和４年９月１４日（水）～１０月１４日（金）１７：００必着 

鳥取銀行「とりぎん青い鳥基金」は、令和２年度よりＳＤＧｓ（④教育、⑪まちづくり）をテーマに、当センタ

ーとの協働事業としてリニューアルしました。９月１３日（火）に開かれた運営委員会で２０２２年度上期助成

４団体が決定しました。今後、各団体の事務所等で贈呈式を実施する予定です。 

【採択団体】 

④教育活動 

■特定非営利活動法人こども未来ネットワーク（倉吉市） 

■「免疫ふしぎ未来２０２３ ｉｎ 米子」実行委員会（米子市） 

⑪まちづくり活動 

■特定非営利活動法人鳥取社会生活サポートセンター（鳥取市） 

■ゆりはま子育てネットワークくぷくぷ（湯梨浜町） 

キャンペーン 

期間 
令和４年（２０２２年）１１月２０日（日）～１２月３１日（土） 

 企業や店舗が、“寄付つき”の商品やサービスを販売・提供し、地域社会の課題解決に取り組むＮＰＯ等に寄

付を行う「お買い物チャリティー」「カンパイチャリティー」。今年度も昨年度と同様、“子どものための活動”

を行う団体（ＮＰＯ等）を対象に、「とっとり世界子どもの日寄付キャンペーン」として、１１月２０日（日）から 

１２月３１日（木）にかけて実施することが決定しました。 

 また、このキャンペーンは、「寄付月間２０２２」公式イベントとして実施予定です。 

 対象の店舗等で特定の商品やサービ
ス（寄付つき商品）を購入すると、購入
金額の一部が、子どもや子育て支援に
関する活動を行う団体に活動資金とし
て提供されます。集まった寄付金は各
店舗で集計後、各団体に贈呈されま
す。 

 ★キャンペーンの仕組み★ 

 世界の子どもたちの相互理解と福祉
の向上を目的として国連によって制定
され、１９８９年の１１月２０日に「子ども
の権利条約」が国連総会で採択されまし
た。 

 「世界子どもの日」とは？ 

■応募期間■ 
２０２２年１０月１日（土） 
～２０２３年１月３１日（火） 
■助成金総額■ 
１００万円 
（１団体上限５０万円） 

２０２２年度下期について 

鳥取銀行 

ｗｅｂサイト 

広報活動支援型 研修等支援型 

＆ 
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《お問合せ先》 

公益財団法人とっとり県民活動活性化センター小林、寺坂、椿、世瀬、上山、野﨑、松林、中山、野口、山田、西田 

〒682-0023 倉吉市山根 557-1 パープルタウン 2階 電話 0858-24-6460／ﾌｧｸｼﾐﾘ 0858-24-6470 

E メール info@tottori-katsu.net  センターHP http://tottori-katsu.net/ 
 
■東部とっとり創生支援センター 電話 0857-20-3528 県東部庁舎 1階 東部地域振興事務所内  担当： 谷 

■中部とっとり創生支援センター 電話 0858-26-6262 パープルタウン２階 活性化センター内   担当： 椿 

■西部とっとり創生支援センター 電話 0859-31-9694 県西部総合事務所１階 西部振興課内    担当：池淵 

■震災復興活動支援センター   電話 0858-26-2954 パープルタウン２階 活性化センター内   

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ 
令和４年７月～９月に認証を受けた 

鳥取県内の特定非営利活動（ＮＰＯ）法人                 
  

鳥取県の認証を受けたＮＰＯ法人 

とっとりＳＤＧｓプラットフォーム 
登録団体数（令和４年９月２７日現在） 

 

組織基盤強化事業  

非営利組織のための事務力セミナー 

鳥取県内のＮＰＯ法人数[令和４年９月２７日現在] 

 

■条例指定：６法人 

■認定：８法人 ３０３法人 

  

団体 ０法人 
１ 

■日時：１０月３日（月） １３：３０～１６：３０ 
■会場：米子コンベンションセンター第４会議室 
     （米子市末広町２９４） 
■内容：【第一部】ＮＰＯの年間業務を確認しよう 

【第二部】「寄付」／知っておきたいオンライン 
での寄付集め 

       【個別相談会】 

■日時：１０月１４日（金） １３：３０～１６：３０ 
■会場：県民ふれあい会館 大研修室 
     （鳥取市扇町２１） 
■内容：【第一部】ＮＰＯの年間業務を確認しよう 

【第二部】「会計・労務」／ＮＰＯでも使いや 
すい会計・労務のソフトを知ろう！ 

       【個別相談会】 

西
部
会
場 

東
部
会
場 

１ １ 

こちらからご覧ください 

センターホームページに「助成金・補助金」

の情報をまとめたページを設けました。 

「助成金・補助金」の検索にご活用ください。 

【中部会場】開催報告 
９月２１日(水)中部会場（倉吉交流プラザ第１研修室）にて開催しました。６団体(７名)にご参加いただ

き、ＮＰＯ等団体の年間事務業務の確認と業務改善に役立つコミュニケーションツールについて各分野

の専門家に解説してもらいました。講座終了後は専門家による個別相談会を開催しました。 

第１部では「全体像をつかむことができた」、第２部では「進め方に

ついてふりかえるきっかけとなった」「ＩＴをつかって改善できそう

だと思えるところが出てきた」といった感想をいただきました。 

【第一部】ＮＰＯの年間業務を確認しよう 

講師 倉田利男社会保険労務士 

     (社会保険労務士事務所あすてらす) 

     村山敏隆税理士 

     （村山敏隆税理士事務所） 

【第二部】コミュニケーション・情報共有ツールで 

業務改善しよう！ 

講師 中原耕作さん 

     （日本ファンドレイジング協会准認定ファン 

ドレイザー） 

開催告知 

倉吉交流プラザ 


